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〈概要〉 
我々は、妊娠 8 週ならびに 9 週の帝王切開































ナーデによる圧迫で制御しうると考えている。         
そこで、子宮内容吸引除去術が比較的安全に施
行できると考えられる妊娠 11 週未満の CSP
症例の termination において、吸引嘴管を用
いた子宮内容除去術と、予防的バルーンタンポ
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42 歳 8 経妊 5 経産 
妊娠分娩歴：経腟分娩 1 回、帝王切開術 4 回、
人工妊娠中絶 2 回、稽留流産 1 回 
既往歴：18 歳で虫垂炎に対して手術 
現病歴：無月経となり、妊娠反応陽性のため、
前医を受診した。経腟超音波で、妊娠 7 週 2






























分、出血量は 50g であった。 
術後 3 日目にカテーテルを抜去し、その後出




後 24 日目に消失した。術後 47 日目に月経が
再開した。術後 4 か月、子宮復古は比較的良
好である(図 3)。 
図１ 子宮内容除去術前  
図２ 子宮内容除去術後 
（フォーリーカテーテル留置後）
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図 3 術後 4 か月目 
 
〈症例 2〉 
33 歳 5 経妊 2 経産 




週 3 日の CSP が疑われた。 




胎芽を認め、症例 1 と同様、Godin らの診断
基準により、妊娠 6 週の CSP と診断した (図
4)。 














図 4 子宮内容除去術前 
 














静岡産科婦人科学会雑誌 (ISSN 2187-1914) 





































妊娠 14 週未満では、EVT の侵入は、脱落膜
基底層のらせん動脈までに留まる (図 6-左)。
一方、妊娠 14 週以降になると、EVT が子宮筋
層内のらせん動脈まで侵入し、子宮筋層のらせ
ん動脈のリモデリングが起こると考えられてい














一方、妊娠 14 週以降では、EVT の侵入により
リモデリングされた血管において、血管内膜や
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Arslan ら 14） 7 1 100  
Jurkovic ら 15） 4-23 8 100  
Wang ら 16） 4-7 3 100  
Polat ら 17） 4-12 4 75 子宮摘出 
Bayoglu ら 18） 5-7 4 100  
Özdamar ら 19） 6-8 16 100  
Weilinら 20） 6-8 20 100  





















Jurkovic ら 15） 
(3) 
11-23 100 出血量が 1000ml となり治
療的バルーン留置 





Özdamar ら 19） 
(3) 




6-8 100 治療的タンポナーデ 
自験例 
（2） 
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